
電子取引ソフトとの連携

必要オプション

●とくになし（基本モジュールで対応可能）

企業間における請求書
の受渡しをIT化するこ
とで、請求書の受取・
発行、時短による双方
の請求業務の生産性向
上、コスト削減とペー
パーレス化に繋げてい
くことが可能です。

基幹システムであるどっと原価３で請求伝票の入力が可能ですが、電子取引システムと連携することで、
業者間の請求業務のシステム管理が可能となります。
紙での作業がなくなるため、コストの大幅削減・時間の短縮・テレワークへの実現・電子帳簿保存法への
対応などを、進めていくなどの効果が見込めます。

「電子取引」ツール 中心のツール

転送データ

連携マスター項目

得意先コード

売上伝票データ
（請求書）

請求データPDF連携

発注者登録 連携
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